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鰯
か
れ
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幽
閉
様
、
形
祭
ガ

薦
制
年
臨
慌
の
機
政
方
針
事
滋
べ
ま
し
た
a
こ
の
ゆ
で
稽
授
は
、
総

務
の
よ
い
布
袋
添
僚
の
行
政
を
術
政
懇
訟
の
萎
本
と
し
、
財
政

運
営
に
お
絞
っ
て
は
、
鍛
少
の
経
費
で
鰻
大
の
効
果
官
官
上
げ
る

べ
く
撃
の
襲
円
緩
め
る
義
住
紛
ら
か
に
し
ま
し
た
お
ま

い
紅
、
合
年
獲
の
鐙
点
事
業
と
し
T
h
、
⑦
市
民
体
湾
銭
掛
鵬
臨
昭
②
我

孫
子
叙
階
北
土
地
区
田
脚
幽
鏑
緩
③
北
部
徳
町
出
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排
水
対
策
③
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下
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遊
⑤
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懲
伎
場
経
設
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容
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務
し
て
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介
し
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す
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種
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緩
加
閉
会
の
議
決
位
開
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と
毅
年
度
予
携
の
あ
ら
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し
を
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織
し
ま

し
だ
。
あ
わ
付
い
て
ど
一
覧
く
だ
ち
い
。

溝
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前
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理
事
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地

一
間
特
例
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町
削
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の
「
低
投
地
総
後
が
進
み
、

機
物
移
転
車
は
関
心
持
と
な
り
ま
し
た
。
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滋
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仲
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械
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仏
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。

い
人
間
関
係
を
確
立
し
て
行
き
ま
す
。
*
公
以
内
終
的
運
営
は
、
議
終
な
ど
の
克

也
伊
教
務
浅
場
で
め
「
体
制
制
い
は
、
非
教
育
縦
し
金
行
い
‘
市
民
的
学
期
間
意
款
に
叫
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滋
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滴
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岐
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と
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で
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時
事
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町
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、
間
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唱
え
る
事
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お
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読
を
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即
刻
し
て
工
事
を
を
な
め
た
極
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の
務
数
意
実
絡
し
て
き
今
後
、
終
に
州
刊
し
務
時
間
協
議
設
を
申

滋
め
て
い
る
た
め
‘
附
間
流
域
内
人
口
ヤ
ま
し
た
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し
か
し
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汚
濁
し
と
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的
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議
し
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関
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め
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友
会
本
的
対
策
と
し
て
の
4
大
ブ
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縫
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潔
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縁
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催
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概
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峰
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術
史
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史
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滋
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句
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と
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縮
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U
U
年

後

を

め

ど

に

科

+

叙
入
授
に
伊
藤
富
士
蟻
氏

水
道
纂
畿
管
理
者
に
後
藤
茂
氏

出
品
燃
と
な
っ
て
い
段
収
入
役
に
、
ま
た
、
伊
蕗
氏
の
収
入
役
設
住
に

伊
時
一
品
士
浦
氏
が
滋
伐
さ
れ
ま
し
炉
、
伴
い
も
後
続
的
本
ぷ
事
業
管
問
団
ぢ
に

情
馳
w
K
は
mm
和
田
年
、
当
一
時
的
筏
Mm

は
総
務
総
絞
め
後
蒔
刊
山
法
院
が
品
川
村
は
し

子
前
町
役
場
に
入
リ
、
合
州
問
後
同
日
、
b

し
ま
し
た
“
後
即
時
氏
は
問
~
知
的
山
年
‘
カ

本
部
長
、
企
傾
向
的
民
間
、
水
道
多
数
料
問
時
的
布
佐
野
役
将
い
い
入
り
、
こ
れ
ま

警
線
、
市
内
婆
殺
を
出
山
氏
寸

M

附

百

円
L
、
労
李
総
局
長
、
審
査
等

2
年
Q
U
H
円
幻
自
然
ま
れ
、
住
岬
は
山
け
を
朕
任
、
昭
和
3
年
初
日
付
3
日ルホ

出

ー

の

お

的

。

わ

勧

住

所

は

東

代

孫

子

1

昨

日

河

合

氏
抽
出

基
本
構
想
、
審
議
設

か
ら
の
答
場
開
遊

間山相
m
阿
部
絞
ス
タ

i
Fを
お
衡
し
、

策
定
作
裁
を
進
め
て
暴
れ
ん
総
合
計
一
期
は
、

本
年
与
党
総
合
計
制
開
審
滋
人
前
か
ら
弟
一
本

総
細
川
的
答
串
を
受
け
る
校
総
に
な
り
ま

ー
た
。
総
合
体
削
減
は
、
市
政
遂
常
的
議

本
出
拙
品
削
と
し
て
.
事
畏
と
絞
殺
め
共
通

L
h九
ま
ち
づ
く
り
内
線
終
で
す
e

そ
と

て
策
復
泌
総
か
ら
市
民
事
湖
、
織
的
R

察
知
的
制
限
々
な
方
法
密
取
り
入
れ
、
策

的
明
作
業
を
進
め
て
き
ま

L
た。

本
年
以
、
総
合
計
溢
審
議
会
め
接
申

書
博
た
あ
と
、
中
市
議
会
に
議
本
檎
怒
を

上
殺
し
ま
す

B

諮
ら
に
基
本
館
開
制
日
告
持
品

け
基
本
社
織
を
帯
設
立
、
引
年
緩
い
は
笑

納
付
一
蹴
づ
く
り
金
滋
め
る
予
定
で
す
。

発新新
本
閥
抗
潟
粥
土
地
w作
品
開
附
総
務
事
業
は
、

抽
諮
問
意
向
と
絞
め
し
蛍
向
が
A
U
殺
し
な

い
で
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
ぬ

そ
め
問
問
、
市
で
は
、
仙
時
一
河
機
務
者
と

的
思
談
会
や
'I
助
成
四
鴎
枇
品
目
理
事
総
市
内
総

強
会
を
仕
掛
し
て
也
地
権
翁
と
州
制
し
一
A
W
い

金
総
汁
て
き
ま
し
た
。
そ
の
絃
楽
、
地

路
事
'Hら
の
千
?
創
刊
塙
ト
刀
法
を
符
叙
す

る
た
め
録
制
的
人
会
が
結
晶
執
務
れ
ま
し
た

G

h

均
総
入
会
柄
、
は
、
す
で
に
各
地
権
診

に
呼
び
か
け
、
同
思
議
会
を
行
っ
て
統
合

事
総
い
い
対
す
る
協
力
者
山
本
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
内
縁
経
入
会
的
活
必

に
対
ー
し
、
市
総
門
付
同
様
の
支
同
慨
を
戸
川
H

い、

土
地
が
一
幽
袋
寝
泊
組
合
が
絞
立
さ
仕
る
よ

ワ
全
力
で
取
り
同
組
ん
で
い
き
ま
す
勾

本
な
お
…
同
判
的
基
金
い
に
つ
い
て
は
、

殺
時
い
た
し
ま
し
ぺ
ミ
ベ
出
事
間
一

伊藤窓会罪事民

後 藤

163 米 軍機使用絶対皮対基地の下
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布

龍

駅

構

上

訳

書

建

設

基

金

謀

関

も

霊

像

機

的

整

お

よ

び

童

福

す
る
盛
倒
的
一
拙
柳
誠
蕊
市
営
伎
ヤ
ギ
厳

密
臨
時
的
基
金
条
例
の
嗣
制
定
公
機
・
胤
料
開

(
4
月
1
日
号
事
問
一
ぷ
後
何
時
子
円
建
て
替
え
に
同
庁
い
伏
版
、
ず
る

柏
崎
内
閣
地
線
機
な
ど
を
行
、
フ
サ
帯
品
混
在
品
抗
議
俗
資
所
晶
賄
側
問
の
一
部
改
正
公
作
品
師
陣
も
め

澄
す
る
も
的
〈

4
隠
審
問
)
嚇
円
闘
の
愉
閣
総
附
九
銭
数
を
減
少
す
る
も
の
蛋
平
線
熊
治
町
村
公
平
委
員
会
共
回
開
設

国
聞
置
叫
眠
法
問
問
総
議
後
駅
機
上
級
会
幾
師
陣
園
田
間
諜
鍵
晴
車
線
検
品
開
倒
的
一
滋
敬
一
品
撹
規
約
的
変
櫛
ん
に
つ
い
て
山
出
品
臥
部
海

基
金
串
期
間
の
都
定
有
数
鮒
軌
跡
向
上
級
会
助
療
費
を
目
印
万
間
門
に
、
総
務
殺
を
7
万
捕
院
同
組
合
の
解
散
に
山
汁
い
淡
黙
す
る
も

総
緩
め
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
も
的
問
に
引
き
一
し
ふ
け
る
も
の
の

四
閣
綴
晶
楠
制
問
的
一
日
惜
敗
亙

g
本
専
売
公
滋
綴
線
機
構
凧
悌
徴
税
率
期
間
的
一
部
敬
一
止
制
棚
田
咽
鵜
錦
部
品
雄
一
般
会
計
嬢
正
予
算

弘
江
町
田
山
営
化
に
伸
げ
い
、
た
ば
こ
消
費
税
総
絞
総
攻
抑
制
金
持
湾
問
問
に
引
引
き
上
げ
(
慾
3
珍
)

に
同
開
る
条
文
を
撚
酬
明
す
る
も
の
る
も
の
加
盟
昭
和
町
四
年
度
朱
撒
聞
協
蹴
制
緩
線
事
機
特

掛
田
一
般
般
的
戦
延
町
特
韓
勤
務
手
掛
一
索
機
家
庭
事
栓
員
の
設
置
及
び
派
滋
半
数
制
刷
会
計
補
正
予
算
(
第
2
噂
)

給
棋
倒
的
一
総
数
亙
建
築
主
事
の
殺
料
院
側
聞
す
る
晶
融
制
問
時
一
部
改
正
家
議
機
昭
和
問
年
灘
公
共
下
水
道
事
機
特
制
m

置

ι聞
け
い
後
渡
す
や
も
内
部
帯
校
開
践
的
線
級
お
よ
が
派
遺
手
役
科
を
会
貯
機
蕊
苧
簿
〈
綴
3
培」

極
使
尽
料
条
例
的
一
制
問
級
紙
公
開
制
緩
引
き
上
げ
る
も
の
軍
昭
和
持
年
度
帯
人
保
滋
特
制
刷
会
計
補

燃
料
内
川
引
き
上
げ
を
打
、
フ
も
の
総
議
投
手
当
支
給
品
例
の
一
総
数
総
庇
予
算
(
第
記
号
)

総
事
数
料
条
例
的
一
怒
敬
一
比
免
除
織
綴
相
手
当
的
支
給
額
を
Z
P
H
m
m
に
引
き

定
的
議
制
崩
と
帯
数
料
的
改
ぽ
止
を
行
う
も
上
市
H

る
も
め

A劣後完売機上化iニI勾11基金を積み立てるため的条例も今殴湾主たした

縁
の
義
金
、

く定開会の議決結果〉

沼事060まf.'~認 7 回市議会定例会iこ銀

出され主主義護事長1<l:26件。新年度予券売D

録の喜革命条例を重量むこれらの議書震は、

すべて燦裳の渡りを事決され務しだ。

可決されだ議祭I<l:次の還りです。

証7i71ドh重量う
く一般会計178徳的00万円)I議出Ifぺば汁墜寵

山内i織率度比}25Ri8323
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直x1

線
支
出
金
町
一
市
中
カ
ッ
ト
や
市
印
刷
〈
然

入
金
」
的
引
き
下
げ
な
ど
で
叫
削
減
が
不

口
品
。
ま
た
総
山
制
的
総
で
は
義
務
教
湾
総

設
の
綾
織
が
…
時
制
緩
し
た
た
め
、
予
算

規
模
が
綴
少
し
た
も
の
で
す
。

品2
弊
の
あ
ら
ま
し
は
友
~
敢
に
一
…
が

L
た

滋
り
で
ナ
が
、
終
し
い
使
い
み
ち
に
つ

い
て
は
、

S
悶
月

1
日
持
ゅ
の
ん
払
絡
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
華
同
削
除
線
1

〈市税の内iR>

〈水道l~審議会計〉

市
町
人
戦
終
燃
が
4
H口
1
日
付
で
行

わ
れ
、

1
2
0
人
が
総
動
や
詩
的
関
の
静

令
室
1
け
ま
し
ι
冗
談
法
務
索
隊
以
上

約
一
興
燃
は
止
の
と
お
り
で
す
α

(

カ
ゾ

コ
内
は
総
帥
帆
〉

。
部
長
級

va放
機
制
仙
紙
〈
市
民
総
長
)

潜
間
警
明
V
企
部
出
訴
事
一
単
一
像
機
縁
談
)

新
井
洋
曹
総
務
部
長
(
企
鋭
部
授
〉
小

品
樹
氏
…
智
滋
附
山
総
長
(
凝
境
保
全
議
長
)

石
井
忠
wv
綴
絞
総
後
〈
回
見
注
業
経
謀
長
)

判
相
続
孝
子
V
暗
暗
殺
部
設
〈
都
中
市
町
併
殺
)

跡
的
ふ
終
太
郎
V
都
市
部
長
(
割
削
向
欧
州
胤

漆
ゑ
全
線
中
軍
刀
マ
議
会
事
務
局
長

(
一
酪
祇
部
隊
)
恥
九
劇
附
÷
間
沖

@
謀
長
級

V
金
制
制
緩
税
問
へ
蜘
附
絞
縁
日
間
)

縮
村
忠
安
官
守
護
印
税
南
部
門
位
〈
総
務
恥
問
機
総

後
)
締
本
光
治
マ
市
民
生
活
議
長

hm時

境
保
全
線
公
療
対
権
係
長
〉
菊
池
強
打
記

マ
厚
魚
沼
部
]
投
〈
相
州
市
絞
殺
滋
滋
長
総
件
)

漆
次
努
曹
児
案
型
洗
脳
唱
議
後
〈
校
脅
敬
称
円

線
開
開
設
線
路
長
一
坂
上
r
i
h
ぷ
wv
線
放
線

設
〈
総
倒
的
耽
珊
鴨
緑
銭
)
今
井
正
夫
曹
環

境
保
全
総
裁
〈
泌
氏
必
為
的
課
後
)
林
田
野

V
生
活
環
境
議
室
心
持
戸
生
体
的
機
綴
線
総

府
間
協
附
佐
)
渡
辺
宏
明
H
V

礎
築
恥
問
機
然
災

一
総
務
同
地
哨
時
期
部
主
幹
)
吉
間
接
出
唯
wv
排

臨
醐
昭
制
帥
年
波
一
輪
脱
会
計
予
捺

盤
調
和
朗
年
波
糊
幽
民
地
時
晴
mm再
検
事
構
特

別
会
計
予
算

機
昭
和
時
年
度
一
土
地
区
樹
制
緩
醐
職
事
機
特

別
会
計
予
算

機
緩
和
抑
平
成
公
共
下
さ
遂
事
幾
特
別

会
計
予
算

機
昭
和
印
年
度
手
掛
蝿
部
品
浄
化
聯
織
特
判
別

命
貯
や
算

削
欄
昭
和
鵠
革
療
老
人
保
健
特
刷
刷
会
計
予

算隠
緩
和
鵠
年
度
本
滋
移
綴
余
計
予
算

間
閣
内
組
入
役
的
選
任
じ
つ
い
て
な
総
務

議
溺
政
液
晶
職
制
貯
繍
出
世
滋
養
録
会
委
員
の

選
佳
に
つ
い
て
輸
出
品
持
制
科
的
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
品
門
相
刷
工
火
氏

す
る
も
の

品
内
総
叩
ふ
ん
災

問唱和刊。ゐ都
6
月
刊
仙
沼
場
内

布
佐
3
3
1
5
4酔凶地内
1

-
あ
わ
せ
て
機
構
説
離
も

ホ
対
葉
線
献
拭
〈
命
制
側
湘
師
A
t
一
画
係
官
民
)
同

時
政
彦
V
区
爾
帥
脱
線
機
銭
円
一
持
問
附
批
判
線

筏
~
世
間
盟
問
刊
男
マ
都
市
役
縫
謀
総
〈
附
ゆ

ゑ
湘
純
然
、
機
関
将
夫
軍
総
市
改
造
謀
、
淡

斡
〈
叫
別
級
紙
絞
総
務
長
〉
間
前
藤
昭
二

マ
市
史
編
さ
ん
綴
W
判
〈
同
総
務
部
川
刊
)
持

少
小
一
郎

広州相
4
m
1
日
号
で
、
将
来
の

怠
た
も
の
く
ら

L
と
ま
が
り
の
姿
を

泌
い
た
基
本
様
相
山
町
議
後
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た

P

審
議
会
寸
品
、

GH口、

7
閥、

ummに
お
6
訟
の

地
差
別
市
民
集
会
を
滅
的
蹴
し
、
工

的
紫
案
に
対
す
る
市
民
的
協
さ
ん

め
ご
ま
見
を
い
た
だ
島
ま
し
た
。

今
後
は
ご
窓
践
を
一
参
考
に
し
な

が
り
淡
撲
を
檎
絞
し
、

5
刃
M
E

に
基
本
開
時
総
合
巾
終
日
M
M
夜
中
ナ

る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
市
民
混
入
金

的
機
脳
陣
は
、
後
自
広
報

164 

排
水
対
策
課
な
新
設

4
R月
1
日
付
で
行
わ
れ
た
機
機

時
同
市
中
め
市
川
等
は
京
表
内
情
趨
ワ
で
す
白

人
事
湘
洲
市
小
川
捕
後
糊
鴨
川
開
を
新
設
、
ま

た‘

F
本
滋
瑚
制
緩
中
山
排
水
係
は
、

排
水
対
策
課
と
な
り
ま
し
た
w



持号

沼
若
宮
れ
日
に

吋
ら
し
を

g
わ
や
か
に

下
水
滋
露
支
露
宴
コ
年
も
ま
た
広
ガ
り
毒
物
議
終
織
の
改

畿
叫
ん
け
で
紘
く
、
家
直
属
雑
排
水
位
よ
る
手
続
wm
の
水
慾
摺
潜
世
間
立
と
い
う

大
慾
獄
役
割
を
果
た
す
下
一
水
制
璃
憎
し
か
し
校
っ
か
く
下
水
遊
ガ
整
鑓
占
的
れ

て
も
、
地
減
の
皆
さ
ん
汐
絞
っ
T
M
〈
れ
怠
け
れ
ば
抽
間
関
躍
は
あ
り
援
投
h
e

下
水
道
が
問
問
え
る
総
畿
で
、
ま
だ
利
回
附
し
て
い
な
い
家
際
は

1
8わ
禁
〈

工
務
夜
済
柑
掛
け
川
、
利
関
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
透
綴
い
し
絞
ず
日
下
水
道
課

え
し
て
、
下
水
滋
に
議
邪
す
る
持
ち
、

草

案

ω
引

が

匹

、

き

る

よ

、

ヲ

に

な

リ

受

益

者

負

担

金

出
同
利
金
制
聞
は
、
く
み
取
り
諜

?

」

改

造

し

て

下

水

道

に

撃

す

る

時

は

姉

糖

類

内

に

が
m
H山
円
以
内

u

ま
た
、
し
奴
ゆ
一
化
機
公
共
下
水
識
が
蹴
刷
機
冬
れ
れ
ば
、
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憶
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付
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燃
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蓄
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械
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叫
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齢
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狗
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し
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佐
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佐
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叶
針
」
寸
刊
行
不
十
一
ー
か
-
パ
ベ
け
ド
…

1
…
4

8

一一喜一

5
一3

1
都
渋

f下
遣
が
使
え
る
ぷ
工
事
手
指
定
康
一
日
一
叩
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叫
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叫
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踏
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四
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t
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滋
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概
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翻
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繋
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。
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一
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議
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純
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業
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務
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語
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事
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議
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撞
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義
一
一
議
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銭
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一
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一

っ
て
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た
だ
け
る
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均
九
市
で
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的
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ど
謀
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案
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援
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引
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滋
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か
ら
は
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糸
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健
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似
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め
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で
す
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告
は
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幻
点
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制
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例
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一
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九
護
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唯
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…
一
持
一
一
議

¥
一
義
一
銃
一
毅
一
綴
一
同
部
…
綴
一
勲
一
綴
一
蹴
鰯
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天
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線
一

波
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時
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け
て
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く
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総
一
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主
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ま
す
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に
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日
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i
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l
l
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滅
的
魚
川
刊
な
ど
に
上
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
大
変
お
得
む
ず

納

期

限

ま

で

は

z
t
b
Z
Lき
ど
か
も
保
て
い

1
2え

い
受
け
る
人
的
増
加
支
去
を
守

日
門
学
を
納
め
忘
れ
た
た
め
に
乏
け
い
り
れ
や
、
勾
生
長
グ
引
き
上
げ
な
ど
で
、
多
ぐ
た
め
に
も
、
保

綿

惜

し

ま

し

ょ

う

?

な

る

こ

と

も

あ

り

ま

2
?
?

舶

の

芸

か

蓄

と

な

り

地

譲

で

険

料

的

事

を

お

何
百
釦
知
的
年
4
バ
分
か
ら
m
m級
制
年
九
ヲ
主
こ
と
に
な
、
り
市
い
ょ
っ
保
険
、
れ
は
段
枇
地
約
に
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
与
と
に
な
勧
灼
し
ま
す

g

汁
泣
ま
ご
判
例
代
杯
宏
保
険
料
は
、

ι
き
九
ん
と
め
制
限
ま
で
に
約
付
す
る
よ
~
て
い
ま
す
，

E
係
長
安
心
し
て
活
る
前
納
税
り
引
き

う
治
め
ま
し
た
か
約
め
忘
れ
の
あ
る
フ
に
し
ま
L
ょ
7

な
お
、
約
年
昨
成
分
れ
ん
内
い
い
も
、
以
没
科
め
杭
付
に
こ
協
力
容
れ
る
期
間
は
mw

H
は
す
く
に
治
的
ま
し
ょ
一
て
の
保
険
料
は
、

4
い
月
末
日
ま
て
各
念
議
く
た
さ
い
u

あ
4
H月
末
日
ま
で

出
向
忘
れ
の
期
間
同
か
淡
な
ゐ
と
、
待
機
問
問
て
収
り
ぬ
勺
て
い
ま
す
な
お
凶
民
年
金
燃
料
開
制
け
は
市
外
の
で
す
。

来

、

品

主

主

ー

ら

れ

な

い

こ

パ

ヰ

月

か

ら
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損

料

言

、

需

産

、

薬

て

よ

り

ぬ

高

い

合

意

り
ま
十
ま
た
万
一
交
通
事
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い
ま
す
か
、
な
る
べ
く
市
内
の
金
融
除
問
削
昨
年
金
流
年
金

な
と
て
郎
点
目
土
な
う
た
と
き
の
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は

8
7
4
0円
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閉
め
て
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さ
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ヲ
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…
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け

ま
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Aきれい宰平気沼を取り戻すためl二も、ぜひ下水滋のこ甲UI君を

下
水
道
の
鑓
え
る

択
一
瞬
、
ち
ら
忠
広
<

山
間
的
問
陥
開
設
へ
ブ
ル

1
)
は
S
H河川叫口口

ま
で
て
使
用
問
で
き
な
ー
、
な
り
ま
し
た

ま
た
更
一
新
し
で
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な
い
万
は
、
法
的
思
料
開

し
い
保
険
絞
〈
淡
り
料
品
円
お
に
続
三
、
く

ど
諒
い
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予
付
税
さ
は
防
閥
単
で
す
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川
悦

斜
線
添
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全
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す
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仁
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仇
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叫
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収
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仕
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3
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叫
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9
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し
わ
~
ψ
お

詫
び
し
て
次
め
よ
う
に
幻
氏
し
ま
す
砂

『
経
小
九
五
五
リ
円
以
下
旬
と
あ
る
の

を
内
総
小
九
流
お
り
以
上
」
と
し
ま
す

n

wv
問
問
い
合
わ
せ
向
山
山
内
年
余
地
作
給
付
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人
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1
、
4
月
1
臼
、
波
り

知
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式
が
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加
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れ
ま
し
た
。

ウ
イ
ン
ク
泌
総
会
行
持
惚
久
A
d
H
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期
総
和
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削
m
M
M
、
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淑
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国
新
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に
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9
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潤
催
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2
時
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万
5
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人
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薬
め
ま
し
た
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ま
た
地
一
正
持
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凶
履
き
ん
た
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は
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イ
い
方
、
広
場
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絵
U
よ
コ
と

会
場
に
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元
湾
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相
会
か
ら
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山
ン
や
ふ
る
ま
い
、
印
本
の
り
イ
ン
が
あ
こ
絞
め
お
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や
し
に
合
わ
せ
、
竹
信
州

ゐ
山
出
馬
手
ン
や
u
号
、
イ
均
等
的
っ
と
い

3
開
聞
に
皆
さ
ん
の
お
口
、
太
や
缶
ポ
ノ
グ
リ
に
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学
る
チ
ピ
γ

撲
出
現
患
や
大
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中
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り
告
沿
い
ま
し
k
l

子
会
的
無
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相

m
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も
ふ
人
人
気
P
Z

子
寸
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っ
ぱ
い
n

チ
ピ
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チ
カ
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。。γ以
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刻
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が
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品
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ふ
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品
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で
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燃
に
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H
Y
l
約
ブ
レ
ゼ
ン
ノ
ド
を
絵
柄
拘
ま
つ
り

NMmが
絞
り

ト
い
は
行
制
刊
が
P
与
ま

L
た。
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総
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勺
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も
の
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期
間
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に
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を
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治
、

て
い
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す
。
中
間
で
は

4
悶

1
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か
ら
こ
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い
つ
だ
獲
霞
ボ
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テ
ィ
…
Y
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皆
殺
済
し
、
硲
仲
間
務
勤
官
官
活
性
化
す
X
M
1
住
民
務
磁
州
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盟
首
謀
簿
保
揖
慨
し
自
制

絞
殺
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ト
さ
せ
ま
し
だ
。
こ
の
刷
耐
震
は
他
に
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綾
し
、
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協
細
部
組
管
懲
賠
償
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任
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間
L

を
絶
品
合
わ
せ
て
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て
、
全
国
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ん

だ
綴
綬
と
な
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て
い
ま
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児

窯
h
A
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喝
閉
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の
吋
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め
上
で
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に
式
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掛
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半
世
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定
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の
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渡

り
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行
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し
た
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体
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で
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作
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句
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う
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こ
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で
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と
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郊
に

b

前
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緩
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と
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フ
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住
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殺
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げ
て
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与
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で
す
ね
い

こ
の
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一
丸
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川
内
符
さ
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約
6
0

0
人
も
お
伐
い
に
か
け
つ
け
ま
し
た

β

出
削
れ
、
鴨
川
刷
殺
か
加
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十
い
し
た

餓
ぷ
問
機
保
険
い

*
附
内
ゆ
川
い
仰
州
出
品
則
的
関
附

a

隠
滅
に
込
を

よ
臨
問
問
滋
胤
制
州
民
療
機
軸
岬
止
ら
れ
ケ
カ
を
し
た

加
開
跡
械
い
を
ス
タ

i
ト
さ
せ
ま
し
た
ョ
中
ス
ボ
!
ソ
大
会
審
加
中

ι大
ケ
ガ

ニ
め
判
例
波
紋
次
的
3
離
料
畑
め
保
険
か
*
公
制
民
館
議
患
を
滑
常
識
し
、
機
」
も
中
に

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
翁
ボ
紋
に
あ
い
、
ケ
カ
を
し
た

か
と
つ
は
閉
山
誌
や
然
人
も
含
め
た
す
田
園
吋
公
共
施
設
管
理
由
賠
償
資
任
保
険
」

べ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
技
*
総
設
'H体
的
時
間
込
上
的
欠
陥
あ
る
い

災
活
動
中
に
お
き
た
率
殺
で
指
導
者
等
は
管
穣
上
的
不
備
が
生
じ
た
事
故
で
ケ

め
滋
失
に
よ
り
淡
浮
上
的
資
比
院
を
絢
わ

f
や
死
亡
し
た
と
き

れ
た
場
合
、
そ
の
人
た
ち
キ
殺
う
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封
保
障
金
石
組
は
止
の
通
り
で
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っ

入
品
路
地
問
実
証
宜
保
品
開
L

O

一
盛
「
対
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賠
償
責
任
保
険
」
吋
公
共
位
掴

も
う
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と
つ
は
~
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な
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向
叫
点
が
布
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腎
環
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結
償
費
任
保
険
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i
i被
謀
者

向
に
あ
り
、

5
名
一
以
上
め
構
成
長
C
殺

1
名
に
つ
き
2
0
0
0
万
円
、

1
事
故

中
日
出
さ
れ
、
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つ
市
が
認
め
た
総
夜
間
体
に
つ
き
1
湾
内
が
縦
波
。
免
責
金
話
相
は

匹
、
、
完
治
会
や
ス
ポ
i
ツ
、
社
会
数
山
胃
、

2
万
汽
支
払
わ
れ
る
保
険
哉
は
検
療

技
会
総
捻
級
品
開
中
の
挙
後
に
よ
っ
て
死
加
明
治
会
(
治
療
品
開
〉
、
制
山
総
指
様
相
悶
刷
、

亡
や
ケ
ダ
を
し
た
人
協
議
の
た
め
の
ぷ
期
総
法
務
総
等
で
す
“

轡
探
検
L
a

一
機
吋
線
機
線
路
間
い
口
死
亡
2
0
0
0
万

そ
し
て
3
っ
同
闘
は
小
山
の
パ
ム
必
泌
総
で

m円
。
品
開
円
減
州
開
燃
料
2
0
0
0
万
i
6
万

お
き
た
棋
設
に
淡
同
附
さ
れ
る
ぷ
品
品
内
線
開

G
入
隊
門
間
M

州側」

1
5
0
0
m門

馳
賦
儲
鶴
繍
捕
時
蹄
酬
明
幾
何
棺
線
数
L

で
サ
。
。
泌
総
〈
お
州
側
、

1
0
0
0
m門
い
ず

ぬ
ん
沖
約
な
潟
市
川
燃
は
究
め
滋
母
。
れ
も
免
賛
同
U
7
m
で
す
。

機
ぷ
同
人
険
機
紫
綬
岬
陣
織

L

O

事
絞
殺
袋
、
糊
問
い
合
わ
せ

場
子
供
会
川
出
動
的
ハ
イ
キ
ン
グ
ゆ
る
に
恥
棚
田
v
a
制
治
会
活
動
等
は
術
川
氏
相
畑
山
州
議

お
絞
め
管
制
明
、
ミ
ヘ
に
よ
り
児
殺
が
本
従
軍
社
会
欄
備
投
溺
畿
は
福
秘
謀
、
厳
抜
謀

本
設
問
削
り
で
や
く
ら
が
問
問
れ
て
、
挙
制
掛
マ
技
会
勧
笠
智
活
動
世
帯
は
教
育
長
官
民
会
社

殺
が
そ
の
ド
教
と
な
っ
て
ケ
庁
長
し
た
念
特
戦
時
同
議
官
(
目
的
)
1
1
5
1

*
ス
ポ

i
ツ
大
会
で
総
数
ス
タ
ン
ト
が

V
ス
ポ
ー
ツ
活
動
世
帯
は
体
育
議
(
官
拘
〉

中
市
?
は
i
Hけ
1
誌
か
ら
、
十
ベ
て
的

次
は
ぷ
棚
上
駅
北
々

2寄テ

研
佐
駅
ニ
練
橋
渡
り
初
め

彰
一
基
金
」
民
協
力
ち

、
4
月
1
白
、
、
日
時
的
暴
金

z

条
例
例
か

発
足

L
ま

t
たロ

叫刊
M
m
?
?
市
は
子
山
H
滋
と
利
問
問
地
主
に

用
閉
ま
れ
‘
周
波
に
は
樹
林
が
広
が
り
、

良
い
畿
絞
と
裂
か
な
，
M
然
際
協
憾
に
滋
ま

れ
て
い
ま
す
ゅ
、
絞
め
棋
金
い
は
転
晴
雄

内
工
的
目
減
な
肘
刑
務
て
あ
る
斜
機
株
脇
村

内
総
合
、
市
L

と
や
刑
問
問
と
で
協
力
し
て
然

余
「
し
て
い
与
フ
と
紋
け
ん
れ
ま
し
た
α

ニ
と
し
内
記
院
内
じ
い
判
っ
た
畑
伸
之
総
ま

ち
ヴ
く
り
ア
シ
ウ
ー
ト
で
は
約
問
一
均
的

均
が
「
均
的
さ
え
ず
り
や
本
的
出
端
的
訟

に
州
制
的
問
い
だ
と
答
え
、
ま
た
約
制
%
的

方
が
「
便
利
さ
よ
り
も
絡
を
大
切
に
す

る
い
と
附
耐
え
て
い
ま
す
。

日
持
は
叙
途
に
潤
い
し
r委
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
‘
環
境
保

全
や
紡
災
町
役
割
も
果
た
し
、
快
遜
な

環
境
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
ロ

し
か
し
年
々
の
都
市
化
に
よ
り
、
緑

ur
央
わ
れ
て
い
き
、
市
内
で
も
結
的
主

体
を
な
す
寵
H
m
は
今
で
は
は
叫
ん
均
約
後
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
c

事
で
は
現
在
、
志
向
H
蓋
該
部
跡
地
、

抗
出
一
戸
縁
地
等
的
問
用
地
確
保
、
手
T
m
H
沼
公

密
、
予
知
民
沼
山
選
宇
道
、
利
根
川
運
動
公

開
出
等
め
務
後
事
業
会
品
推
進
し
、
緑
町
保

全
、
前
輩
出
閣
に
後
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す

n

い
ま
や
ね
い
期
休
等
め
保
全
は
市

時
は
の
備
品
南
京
な
南
部
穏
と
な
っ
て
い
ま
す
“

「
甘
都
会
」
に
ご
協
力
各

「
絞
め
議
金
い
は
車
約
的
m
'
M
金
と
中
市

臨
ん
の
殺
さ
ん
か
ら
の
慾
付
金
と
に
よ
り
、

削
哨
端
的
峨
肉
体
絡
を
い
汀
い
ま
す
。
向
附
品
問
円
い
糊
例

制
刊
し
れ
~
抑
制
お
づ
く
ワ
ふ
一
月
後
滋
し
、

uw双

山
地
制
緩
を
縦
波
し
、
主
体
山
仁
川
引

ふ
と
が
で
き
る
よ
う
、
中
m終
的

↑
人
口
げ
と
つ
め
参
加
閣
を
お
綴
い

な
お
吋
域
的
基
血
泣
い
に
懇
せ
ら
h
H
る

品
聞
き
ん
の
議
射
に
つ
い
て
は
、
特
定
寄

付
金
と
し
て
ほ
定
申
告
持
に
耕
地
問
鐙
除

biA3け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
u

皆
さ
ん
丹
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
緩

い
申
し
上
げ
ま
す
。

V
潤
い
合
わ
せ
都
市
計
品
開
理
路
公
開
出
緑

地
同
町

グ
醸
春
4

市
内
で
も

大
人
も
少
年
も
「
プ
レ
イ
ボ

i
ル」

枇
鳳
間
関
が
成
L
U
4
v
s
関
川
川
公
閣
に
骨
肉
b
A
C

6
間
的
滋
倣
な
時
計
燃
が
お
凶
H
M
凡え

し
ま
し
た
ω

ヤ
…
的
時
計
燃
は
時
停
9
月
に
内
問
践

し
た
然
休
子
資
格
会
畑
刷
所
が
、
正
火

に
U
H
本
符
年

A

九
時
綴
所
に
加
入
を
州
跡
的

り
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
ィ
口
ハ
モ

ミ
ジ
的
小
中
と
と
も
じ
市
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
も
の
ロ
動
力
源
が
太
間
同
滅
的

議
級
官
拘
仙
悦
齢
制
球
大
会
、
プ
ロ
野
球

欄間務
-
Y
三
球
審
H

家
絞
り
の
4
n
7

話
、
市
内
で
さ
券
学
対
時
大
会
夫

人
、
タ
紙
e
〉
が
始
ま
り
ま

L
れfh勾

火
人
的
制
削
μ
同
級
制
山
川
樽
川
駁
グ
タ

4
H円
3
m
m
、
公
溺
内
で
納
期
然
災
と

晶
体
務
災
が
れ
わ
れ
、
同
開
会
議
市
消
地
織
崎
潤

壊
直
下
H

院
は
「
+
巾
絞
め
Mmb
い
の
港
予
v

シ
ボ
ル
と
し
て
、
均
年
内
特
を
緩
む

心
向
山
崎
に
い
と
仙
伐
採
し
ま
し
た
。

我
孫
子
青
年
会
議
所
寄
嬉

計
一
円
以
時
計
塔
お
目
見
え

レ
モ

ω附
州
知
ゃ
を
泌
式
た
や
年
齢
別
除
去
ム
設
に

は
れ
チ
ー
ム
(
約
8
0
0
人
)
が
み
轡
い
叫

久
準
家
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
線
的

地
倒
畿
に
合
わ
せ
て
、
前
年
出
成
後

勝
の
久
守
中
部
品
一
フ
l
ズ
を
伴

fd

に
、
元
気
よ
く
入
場
討
議
っ

も
の
日
は
午
後
か
ら
あ
い
に

く
悶
と
な
り
ま
し
た
が
屯
大
人

的
部
は
A
ク
ラ
ス
3
試
合
、
少

年
令
部
は
5
試
合
行
わ
れ
、
え

し
よ
り
の
試
合
を
楽
し
み
ま
し

た市
民
大
企
は
ぽ
〈
ら
の

，
甲
子
開
問
e

だ

166 
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品
す
ω

小
さ
な
子
ど
も
や
禰
人
‘
お
部

祷
り
め
い
る
笠
間
挫
で
は
な
お
芽
ら
で
し

ょ
う
ね
。
港
時
措
も
心
V

品
飢
で
す
a

終
始
予
は
本
幾
に
鈴
か
で
す
ば
ら
し

い
新
千
す
。
み
ん
な
そ
う
い
う
潔
憶
が

気
に
入
っ
て
越
し
て
来
た
め
だ
と
隠

う
ん
で
す
。
こ
の
上
絞
殺
く
を
後
同
州
フ

ン
プ
ン
域
開
問
機
か
飛
ん
だ
ら
、
何
の
た

め
い
い
校
総
本
a
h
い
絡
り
住
ん
だ
の
か
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

手間
H
沼
を
き
れ
い
じ
し
た
り
、
総
や

野
鳥
安
保
滋
L
た
り
す
る
の
も
、
み
ん

な
い
い
機
検
を
つ
く
う
ヲ
と
穎
つ
て
の

的
創
出
闘
は
厚
木
基
地
短
波
町
総
帥
叫
に
務
ニ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
令
努
カ
を

に
蕊
な
お
誌
を
う
か
が
い
ま
し
た
勿
今
総
会
て
本
町
ア
ワ
に
す
る
よ
う
な
米
議
機

畑

仕

シ

リ

i
Z義
喜

均

、

葉

子

妥

霊

議

議

詰

双

対

で

す

。

苧
崎
直
門
協
は
ほ

F
i

を
こ
れ
か
ら
も
ウ
主
総
心
を
そ

家

僻

閥

、

、

て

い

か

な

け

れ

ば

と

痛

感

し

て

い

辛

ず

6

2
内
静
会
怠
我
鏡
子
的

出

W
A
X

抽
時
灸

基
中

却崎一一
下ーれ

会
わ
集

行

民
に
古
川

日

る
Aυ 

趨
動
誌
こ
れ
か
ら
荘
念
場

こ
の
容
で
は
也
震
鐙
怒
声
を
う
か
ガ
っ
て
み
ま
し
だ
。
静
か
絃
噛
壌

を血
V

る
う
、
悠
師
尚
も
立
ち
ょ
汐
ら
怠
け
れ
ば
一
と
い
っ
絞
綴
銘
ガ
臨
捌
か

れ
欲
し
殺
傷
ザ
』
総
介
し
ま
す
。

環
鹿
、
守
ら
怠
け
れ
ば

之お

務
総
的
役
く
に
行
っ
た
こ
と
が
み
り

ま
す
が
、
も
の
す
ご
い
髄
続
一
℃
す
*
米

軍
機
的
総
裁
緩
棚
倒
的
械
が
校
に
行
わ
れ
る

な
ら
ば
、
火
後
な
こ
と
に
な
る
と
患
い

調
勝

フ
ロ
ゴ
ん
フ
ァ
ー
は
開
知
子
ufvu
りで

も
1
5
0
0
人
全
紙
す
。
し
か
し
技

会
長
鮫
潟
守
る
の
は
ひ
と
濯
り
の
ず

俗
世
界
的
ア
オ
キ
4

ニ
と
湾
本
山
崎
ツ
か
AL請
わ
れ
仰
心
変
わ
り
“
し
た
俗
ジ
ャ
ン
ボ
同
地
情
吋
プ
ロ
と
は
河
級
品
点
だ
。
口
に
際
ら
れ
る

a
z打
が
阿
川
開
万
m
門

口
が
あ
ま
つ
に
高
名
な
た
的
、
知
名
前
悦
昭
和
制
年
、
部
品
域
内
時
日
ブ
口
チ
え
し
か
し
ry
ャ
ン
ギ
の
議
綴
と
は
議
開
慨
に
、
と
い
う
明
惑
を
分
け
る
ニ
と
む
し
ば

で
少
々
割
を
食
っ
て
い
ゐ
感
も
あ
る
庁
、
ト
に
初
挑
戦
@
1
ラ
ウ
ン
ド
H

闘
に
大
き
海
芝
両
県
フ
目
的

F
M制
み
は
総
い
た
n

し
ば
だ
。

海
草
間
相
消
ぷ
削
ヅ
ロ
は
例
年
賞
金
ラ
ン
キ
、
〈
綴
れ
た
も
の
め
、
次
的
ラ
ウ
ン
ド
は
ぷ
時
か
じ
削
削
り
に
は
心
配
か
け
た
け
「
で
も
そ
れ
を
考
え
た
ら
、
最
後

問
。
ン
グ
誌
と
い
一
ヲ
実
力
プ
ロ
コ
ル

3
川
町
ス
コ
ア
防
音
1
打
差
で
不
甘
?
と
、

7
3ル
フ
ァ

i
を
や
っ
て
主
的
パ
タ
!
な
ん
て
打
で
や
し
な
い
。

…

i
だ
。
昨
年
は
持
凶
・
山
東
海
オ

i
プ
シ
な
っ
た
が
コ
}
札
で
由
阿
倍
が
つ
い
た
い
。
と
い
う
こ
と
に
は
愈
々
総
務
し
て
い
な
絡
か
に
い
つ
も
保
持
の

2
が
は
燃
か

一
援
持
、
札
泌
オ
ー
プ
ン
と
コ
ル
ブ
ダ
イ
結
局
、
こ
の
年
に
料
品
官
級

i
合
格
す
る
の
い
c

鯵
っ
か
負
け
る
か
パ
ツ
斗
り
し
て
り
一
離
れ
な
い
け
ど
、

一

三

ス

i
ト
i
ナ
ノ
ン
土
、
準
護

L
3
j
1
4
4
3
5
e
f

均

一

)

一

ペ

ニ

と

し

件

以

ブ

口

町

立

し

で

あ

グ

一

-
w

一

手
y
l
ド

僚

も

後

得

し

て

い

る

コ

ン

ア

ハ

け

一

生

ま

れ

は

室

戸

中

学

芸

雪

キ

ヴ

九

一

は

タ

タ

ミ

続

人

に

な

ろ

う

と

。

し

か

し

ン

刈

品

回

一
1
つ
下
的
納
が
叶
一
線
に
始
め
よ

J

ラ

仁

一

、

ヤ

」

と

い

う

め

と

禁

T
コ

ル

ワ

雲

警

合

引

昨

4
一
三
ア
ィ
の
ア
ペ
パ
イ

f
心

。

強

引

リ

隠

W

L

3

2
字
削
除
な
か
…

J

士

、

年

必

彰

治
一

y

!

?

?

a

a

τ

a

A

Y

ニ，

五
一
ク
ラ
フ
な
ん
て
お
け
も
し
主
カ
〈
た
」

8
一一

2

炉淳

、j二
ぞ
れ
か
あ
る
時
フ
ロ
を
自
信
す
知
人

t

J

'

「炉、
ω

r'e
色、…

後
で
は
車
(
さ
え
の
刊
江
さ
ん
と
4

入
門
か
わ
い
い
お
嬢
さ
ん
が
待
つ
。

「
家
主
あ
け
る
ニ
と
が
多
い
ん
で
す

よ
H

、
ち
ゃ
ん
と
綴
晩
翠
殺
を
か
け
て

患
で
く
れ
ま
す
い
と
利
一
止
さ
ん
じ

そ
の
人
以
引
の
せ
い
か
、
一
滞
在
威
。
ヅ

口
忠
良
り
た
て
る
市
民
も
多
い
“

1

月
に
は
そ
あ
フ
し
た
か
仰
問
附
4

と
と
も

に
チ
が
リ
テ
ィ
ゴ
パ
フ
を
揺
し
、
出
仏

ま
れ
な
い
人
た
ち
へ
寄
付
か
L
A

付
っ
た

市

内

同

町

方

も

う

ま

〈

い

っ

て

い

在

い

と

ま

し

た

。

*

の
こ
と
。
下
総
築
地
も
米
織
機
夜
郊
制
他
地
披
住
口
氏
が
も
っ
と
紛
然
ー
で
い
か
下
目
前
日
築
織
的
常
時
拠
出
関
夜
間
総
批
判
時
清
朝
間

発
議
訓
練
内
線
機
と
し
て
可
能
性
が
あ
な
い
と
;
一

v

そ
れ
じ
は
山
時
治
会
な
ど
が
線
防
衛
シ
リ
ー
ズ
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
市
町

る
と
思
い
事
す
a

ハ
臣
氏
が
何
も
し
な
い
絞
め
つ
な
か
り
を
も
っ
て
い
く
こ
と
が
号
で
終
わ
り
と
し
ま
す
が
、
市
や
市
総
玄
お
て
は
え
り

で
い
る
と
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
ニ
と
必
幾
だ
と
思
い
ま
す
ョ
そ
し
て
行
動

U

会
で
は
、
厚
木
基
地
的
代
務
器
地
と
し
か
ら
上
叫
仰
が
亦
鵠
色
に
な
り
、
上
聞
は

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

D

。
心
情
的
に
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ef苦役 2野4rr85… 1111
@つくし重要3主務 84~お01
嘩滋:lt台支務

電器滋 i乙 5宣 言青

@干告鐙まE 完奇 89…2358
@致事事委重量会 85…ω1151
@若く 遂 罪喜 84…0111
毒善治 銭 重要 84-0119
8少年センタ-85ー1514
翁iI:i笠極さん護 85-2461

J墜空整センター 87ー1131

炉問詩 4月28臼〈日;午前8善寺30

分〈雨灰の場合、 41'寺29巳〉

券会議 手童書淫公童書コート

参加露軍事富 市内在住、在畿の護軍絞殺

以よおよび逮霊霊登録会主主

惨事華8 努・女・1主主芋E号(45議以上〉

b拳君陸軍尊 重号‘女守チ ム 60係主

投ま宮守チーム100答弓
主砂銭言語 ダブルスト ナメント寄託

惨事し込み・問い合わせ1¥11キ

i之氏名、年齢、住所、勤務先およ

び警護主当者紛認し、ぺ戸 を絡んで、

41'弓228までC寿十句一宮中村正三

官82-3052

lヨコゼユータ{Jt~ノJ;;;}譲謹|
炉四時 41'弓25日、 5月2日、 9

関、 16関、 23悶の午後6隠30分方

sga寺 (費用剤∞F号〕

炉襲撃獄 中矢挙霊竜太学

惨コース紛級、(ド級

炉支霊童襲 撃議室および従業主主

参入総 党議選霊童922'8(主主主主し書室

級車君事主義薫務空襲喜善さを義塾免〉

1>絡し込み命罪事~\会わゼ ヰ尽径

約(1'者〉訟で三重翠工務

i嬢科認し街ふ怒っり会委j
1>翼持8 41'ミ29Eヨ〈祝〉言語天決行

が書官議事 it:務手霊童話ヨ

8惨事書暗油資 無料〈訪日は入漁料無〉

惨B能付午前4居者30分から9時

I>~思fサ線路町 三手関沼会豊富内大会本

日臼〈機長議機所私的じ〉

惨事者総 午節ij5!i者から守後21)奇の

告発機接税関防総該て了

炉問いさ詰オフ士主 杉本官82-'2001

お vr之

)>8事事 4F'l23紛がら51'ヲ28Eヨの

主自主謹o!i・重量院議8不自Ul0B寺lJ'SIE午

惨機筋 i噂級金量テコスコ ト(久

容滋〉、 E理胤怜ooPl
砂均五最 初jω苦費、 cp級奇襲 (40をき〉

)>総務浴車車 4F'l208C翁〕午前10

苦容がら守口善事30B室長でiごI¥tJキ!こ使

節、正主主活、年襲撃、襲撃室長、検銚安説記

入し喜重量豊コ…トへ袴毒害して下さいG

b塁塁い合絞殺 害壁一機淡路重量監事事奪還要

争重量守番 IJIさ芋3年生以上lJ)人

惨事島長野 ゆ決公際議題、総とえ1¥学総

修会爽入会郎総柄、泌総00腕
参加申し込み 41'寺21粉、 28閉め午

翁9[1著から11草寺、絞殺詩襲。受11ijJI7

炉問い合わt全 滅5揺さ予約線道露首盟
III~芝居82-2250

子供正三ちのため1;:?3'Z'E粉、淵ヒ、

新木、千百佐￠さ~j躍で悶 1 1Ql cdきは

なし会」をしていをまずα 総本のζ主

みきガt主、溶液堅苦、人総連覇'M主<'::1こ

庫署Eまのあるまきやってみ霊長tthJlJ'a

'遼絡先長沼盟校同級3

l>8草寺 4F'l29をヨ〈絞)'f事長19号

炉型霊務 総民会費告主義6主主義議議議

園融噂
圃墾塾塾輔足豆塑主到

5月T臼現在で全国道一粛に総線

量産、 ψ売業を営んでいるすべての

趨思〈飲食容を除く〉を対重量lこ綴

震ガ弓われます。

この議室la言語!do会滞状況や然

発活動忍ど蕊棄の突然を告書らか!と

することを8おとして議運筆号室遺棄望書

tJ1ヨうちので F荘重要撃の三塁務総量富J

というべき重要な議室蓋で写。

事警察主主主fお湾いしまし怒ら綴綴

1]をお壊し1します。

b塁塁い合わゼ u'盛喜華

議議第蚕1ほど銭i:J君主

5丙28日から6月38eまで/::1苛

われる計量器の定期1費量豊!と先Ilぉ

喜喜朗調登を行います。計量欝誌な自主

当lやE証明lこ便局されている高指定皇、

二工著書、 車電電者、学校などを対室長!と毒事

震績が聞いま亨のでご慾カをお聖書

いします。

1>罪事い合わせ rul'古生浴室華

[議主語錨鏑諮らなi
豊発ま襲万索線長奇;幸等至宝義語法による

言語紙 'lH気総)J実j類似員豪アア干す

キコれ法改。

1>8事事 41'ヨ258、268守一言副g~奇

から午後ヰ認さまで

券会翼入会傘守∞筏号、絞め従耳号

炉8草寺 ヰF'l28EヨCEヨ:午後:ヨ在者3紛 炉隠し1合わせ 殺害草子添う〉後

砂護憲滋 務総会注意{入i裏書華料 IJI重警官伎の702

1>重量幾 il:il'芸会鶴

》院遣い会わせ 我惑さ子笹察署書

E82也110
炉内豪華 父線、議議運高〈議六事章氏iこ

よる fょこにガ総絞めま認めで苦心

1>際似合わt主 著欝務罪事暗号ロイ告さ4

炉日告事 51'ヨ守王3;廿ら在日濁水障室臼

午後6G寺30分から89者30分

炉織目時 F行総話量責盟書担5重量幾重霊

砂申込然f寸 5Fl1 若党総会を

行い隠勝鰍誌をま私的2総例〉

1>罪者い主主わせ 受賞様子中主義務繁華童

話量 針ゑ椋島小7392

@~主題レーティック式会事幾重警童書

望書毛主予霊童話量〈重量鮫鶴子守警護軍設け〉

*王宝署警 41'ヲ2仮設午総支障寺

@il:if語大重量〈重量要望1500問機機(jj)

*8誇 ヰ勾29SC聖母〉午線?筏裂き

修会話語 霊安否感まま議議

院P燃い合わせ液凝子事号機泌総会

金子ま茸82ぃ 3384

噛鴎

歩主建設

て喜幸喜善できる入、

せん〈おそ子機滋れほどゑ護軍下おい〉

惨申込方法後援J¥ヌゴヰニiこttF費、

氏名くフリガナ〉、銀毒事、

議経名、受講主翼誇号、援護Eヨ宅苦喜記入し、

ひとり守繁華韮で家。;さき霧綴誌u二織

し込んだ人i主主主綴とZまりをま宅言。

1>絞め切り 41'寺20Eヨ〈滅却潟究書〉

※E墨書著者多重量の著書さきi謀総iさんな行

い4月初白までに主義手召しさ告宅f.

i襲嘉手英一むも聾親離1
砂資繕 重量豊重語審(:i:)、滋襲警綴織(:i:) ;K磁相談や求人の受理を行つて

の有資格者セ35線米満の人 fα琵ろ いZ宮司の℃よさf;J悶ください。

惨採用時期 飽和例年31'司草壁<:: 1>線離白隠 ffij!尋問題霊白から金獲

1>勤務三3l'務総 閉じり午前9G奇から午後49菩さまで

1>錨募手続 趨車産察、免義守護正害罪後 険医悪い会わせ 主主猿ミ子高年喜幸苔。

霊E送霊堂芝は持参 パートタイマー霊霊祭鐙談室 crti役

1>連絡先 手286買主防あ慾務総明日 主義内〉総務-1111

T威主E赤十字書著書草暗号母子ふ22-2311

1>8善寺 さ喜重重金霊童8学総10喜善tJi3.主

主午〈会賓待150蹄〉

b望書房 F吉宗会主宮

接待に守護戸メ')!J女径の指導者を

号室げています。

惨串し込み金子宮85-1528

小松宮88-9178

!初/jラチラ又団員犠(蛸)J
b練聖書臼 額規児l<曜日午前T日時か

SIE午 (会費問2∞明〉

が滋所中央公民館

併話番聖書 簡柊淳子先生

検晃司い合わせ安慈ft87-26i6

経弁宮祭H7(あ

応遍議長蚕轟嘉義}
惨事義務主主 主語滋日〈獲をヨ午後号努力

Sヰ善幸Eまで重量しく章受いません主主o

b著書罪号 ヰ校公渓皇室

1>様車事務態

1>議後 Fヨ2筏JOF弓

1>長唱し、合わ役 立吉村ft84-1iお8

お沼官88ー2131

iぁびこ弼護金寝間間員募集i
惨事車程翌日在者 飴週金時差巴 *釧男

総午後3的3(沿から4時空白分

*学豊富意思 午後4鋳30分力ら69寺

参険機所わだ幼機密

惨殺疑問?ぬαq
砂護軍悪事 発寄付淳子先生

砂院患いをきわ校 総君主君ffiお58
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[費目閥横脱却鱗麟i
惨宣言翼民 弱体襲悪霊番手議の受信を

き艶げている1-2級o入で、沼手窃径手

ヨ318君還をま宮6設以上の入。

砂申し込み と)J'ミ318ぎで{ご蓮華聖

!簿記E々は懇話上署罫務震!こ霊童えi雪o主主

意憲章義iと紀入し、長話惨事事選者矛涯を主主

人20絞で90
惨事号あ 4F'l208ぶ湾となります陰

惨約しも君主おt主 主主張手筆頭霊長重

T>Eヨ絡
を~49事

器君主-4251

惨事韓関暗 4致問市総会館

ゐ総長担竜砦 院議対談会議所摩書弁護土

砂内篠 宮佐重量や土地、交通事政iこ

よ<51鴎襲撃隊f線、迫撃獲得続奪のほガ

あらゆる五五徳軽量産量

砂長請し、重きわtt 議長2王宝雪空縫重苦戦

長持総変装部韓合473イ型5…5141

議録警察1J(稼〉ズブ一五設後ヰ室、慰霊言、

二工襲警務総若草毅霊震ま読書雲F号重吉絞め安全

長室芸事務室筆者主将ってを警告をし主主主プ、受

話ミ努力義主総意営者最新長主主語〈子日後i控i玄〉

でi語、 41'ヨ218より襲調書長星雲雪震保望号

室話会E蓬が語調盤整!こお符いしをます。

紗軽遣い苦言わ絞 殺絞護霊丈1域自営業

主計制0476ω22-2321

ゆ⑮の骨骨
骨術民のお〈際義務)lJ'S綴止のだ

め!こt二lB7iJ()()ffJの塁審rrrがありをま

レ主主。

*並木小学校話器等D5吉年君主PTA実
行事閥会話主豪華…E毒機から綴止のな

めにと44361号o襲撃iすえfd寄り該し芝。

浴室主総務議室・分愛護 e 事暴動話器務室君

とらヰド事粉、寺1Eヨ依然室習ですe
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